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水の利用効率が高かった。

2　ホースかんがい法は，スプリン′クラーかんがい

法よりも水の利用効率が高いため，初期生育が促進さ

れ開花が早く，果実の肥大も良好で収量の増加が可能

となり，安定生産に寄与するものと思われる。

5　ホースかんがい法として，マルチホースとオー

エーホースを取り上げたが，これらホースの選択をす

るに当たっては，ほ場条件によって決定する。一般に

マルチホースはかん水むらが少ないため，比較的長い

睦に利用が可能である0実用的には1007花くらいの長

い瞳でも使用できる。しかし，オーユーホースはかん

水むらの点から50m程度の畦であれば，実用的に利

用可能である。いずれにしても，これらホースかんが

いを行う場合には，ほ場における使い分けが必要と思

われる。

転換畑における明きょによる簡易排水法と作物の生育収量

第1報　明きょの施工間隔と作物の生育収量

渡部庫之介・山口　信也・武田　敏昭

（福島県農試会津支場）

1　ま　え　が　き

転換畑における，畑作物生産の安定化は，転換畑の

団地化と，これに対応した排水施設等の基盤の整備が

先行されなければならない。しかし，現況においては，

排水施設もなく，転作も部分転作の場合が多い。この

場合，集中豪雨等による湿害を排除するための技術対

策が望まれる。福島県鳥試会津支場では，昭和45年

より実施中の稲作転換関係の試験の中で，陪きよ排水

第1表　供　試　条　件

を施工しない場合の排水方法として，明きよの間隔を

異にした条件で，野菜，飼料作物を栽培して検討中で

あるが，昭和4°年の試験結果より，実用的な2．5の

知見を得たので，その概要を紹介し参考に供する。

2　試　験　方　法

供試条件は第1表に示すとおりであり，耕桂基準は

会津支場の稲作転換梗準耕種基準で検討した。供試作

物（品種）は次のとおりである。

区　 別

供　　 託　　 条　　 件
明　 き　 よ　 の　 模 式　 図

明 きよの間隔 心 土 破 砕 耕

明 きよ間隔 4 7花区 4　 7花 無 「≒ 4 仇 一一一早　 2 警抜 獅

「岩 一一一一一一一 8 m 一一一一一一

」 一一一… 心 土破砕 耕 一 一日 －」 一一一一一一一

明 きょ間隔 8 7托区 8　 勒
ク

明 きよ間隔 8 仇 十

心 土 破 砕 区
8　 珊 明 キ ヨと直角 方

向 1 m ごと

対　 照　 畑　 区 無

加
　
モ
　
寸

トマ工 （早生だるま），サトイ

（土垂），短根ニンジン（新黒山5

），バレイシヨ（男しゃく），ハクサ

（錦秋）

トウモロコシ（Y．D．C），ソルガム（パイ

テオシソト，ローズグラろ　カブ

（紫カブ）

5　試　験　結　果

1　地下水位とPF値の推移

昭和＝年は，初期（5月）を除き，生育期間中の雨

が多く，5～10月の降水量は，平年70°冊に比較して，

46年は948脚に達し，転換畑にとっては悪条件であ

った。
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弟1図　地下水位とpF値の推移

第2表　野菜の収量比較

地下水位の推移については第1図にみられるように，

対照畑に比べ，転換畑は常に水位が高く経過した。し

かし，転換畑では明きよ間隔4†托区が，他区に比較し

て低く，ほぼ50C椚以下に推移した。これに次いで，

明きよ間隔8m＋心土破砕区が低く，明きよ間隔8†札

区ではd月占半句～7月1半句，7月5～5半句，8

月5～‘半句の多雨時に高水位を示した。

Pp値については，－15cmについてみると，転換畑

では，6月d半句～7月1半句，7月5～5半句，8

月5～‘半句に1．0以下の値を示し，その程度は明き

よ間隔8m区が著しく，PF値が1．0以下に下った日

数は，対照畑区…・2日，明きよ間隔47花区…・8日，

明きよ間隔8仇＋心土破砕区15日，明きよ間隔8仇

区…・19日であった。

このように暗きよ排水を施工しない転換畑では，明

きよによる排水法が効果的であり，明きよ間隔4竹も区

が顕著な排水効果を示した。

2　野菜類の生育と収量

結果は第2表に示す。

作 物 別

区 別

加 工 トマ ト バ レイ シ ヨ ハ クサイ 垣 根 ニ ンジ ン サ トイ モ

上物 収 量 対 畑 上 物 収 量 対 畑 上物 収 量 対 畑 上物 収 量 対 畑 上 物 収 量 対 畑

（吻 ′10 a ） 比 率 （昭′10の 比 率 （晦′10a） 比 率 （昭′10a） 比 率 ¢g ′10 a） 比 率

明 き よ 間 隔

4　 7柁　 区 鼠2 5 2

　 痴

1 0 1 5，8 1 1

　 多

1 0 8 1 2，8 0 4

痴

9 1 1，9 1 1

喀

6 8 2．0 7 8

喀

7 7

明 き よ 間 隔

8　 竹l 区
ス4 8 8 8 2 乙7 0 7 8 1 1 0，8 4 （～ 7 7 5．5 5 8 1 1 9 5，4 0 0 1 2 2

8　 珊　 十

心 土 破 砕 区 8．0 7 9 8 8 5．5 2 7 1 0 0 1 1，8 8 7 8 4 2，1 2 1 7 6 5．0 〔）0 1 0 6

対 照　 畑　 区 見1 8 5 1 0 0 5，5 5 5 1 0 ［l 1 5，8 8 2 1 0 0 2，8 1 0 1 0 0 2．8 2 0 1 0 0

ノミレイシヨ：萌芽～初期生育は，転換畑がやや劣っ

たが，著者期ころまでは．好天に恵まれ，吼　転換畑

ともに順調な生育を示した。しかし，塊茎肥大最盛期

に多雨に見舞われたため，明きよ間隔8†花区は，生育

障害を受け，茎黄の枯潤が早まったが，明きよ間隔4

恥区は障害はなく，病害の発生も少なく，最も良い生

育を示した。この結果，収量では，明きよ間隔4竹も区

＞対照畑区＞87花＋心土破砕区＞明きよ間隔8仇区の

順であった。

サトイモ：対照畑区に比較して転換畑が初期から良

い生育を示したが，排水の良い明きよ間隔4m区は劣

り，収量では明きよ間隔87托区＞明きよ間隔8m十心

土破砕区＞対照畑区＞明きよ間隔4竹乙区の順で，排水

の良い明きよ間隔47花区が劣る結果を示した。

加工トマト：収穫開始期の生育は，明きよ間隔47托

区が，対照畑区に近い生育を示した。収量では，明きよ
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間隔4m区＞対照畑区＞明きよ間隔8刑＋心土破砕区

＞明きよ間隔87花区の順であり，転換畑の明きよ間隔

8ヶ托区は，後期の凋落が著しかったが，明きよ間隔4

仇区は，対照畑区に勝った。

′・クサイ：初期から転換畑が劣り，収量では対照畑

区＞明きよ間隔47花区＞明きよ間隔8竹l＋心土破砕区

＞明きよ間隔8m区の順であり，転換畑では排水の良

い明きよ間隔4†花区が好結果を示した。

第5表　飼料作物の収量比較　（生章毎′108）

短根ニンジン：発芽は水分の豊富な明きよ間隔87托

区が良く，明きよ間隔47花区は表面が乾き不ぞろいと

なった。収量では，明きよ間隔8m区＞対照畑区＞明

きよ間隔8†托＋心土破砕区＞明きよ間隔47花区の順で

あった。

5　飼料作物の収量

結果は第5表に示す。

　 作 物 名

区 別

ト ウ モ ロ

コ　 シ

8 月 1 9 日

テ オ シ ソ ト ソ　 ル　 ガ　 ム ロー ズ グ ラ ス
飼 料

か ぶ
第 1 回 第 2 回 合　 計 第 1 回 第 2 回 合　 計 第 1 回 第 2 回 第 5 回 合　 計

刈　 取　 り 8 ．1 9 1－0 ．1 2 8 ．1 9 1 0 ．1 2 ス 1 2 8 ．1 9 1 0 ．1 2

明 き ょ 間 隔

4　 7花 区
1 5 5 7 4 ．0 5 ‘．5 0 5 10 ．5 5 8 ス 2 5 7 4 ，5 96 1 1，8 5 2 2 ．9 9 5 2 ，1 9 1 1．1 19 6 ，5 0 5 ス5 7 5

明 き よ 間 隔

8　 7托 区

占，7 5 7 4 ，1 0 5 8，4 6 9 10 ，5 7 2 8 ．4 5 7 4 ，5 5 5 1 0，7 7 2 2 ，7 2 0 2 ，5 d 4 1，0 9 1 ふ 5 7 5 8 ，4 8 9

8　 7花 ＋

心 土 破 砕 区

ろ8 7 1 4 ．0 8 5 占，5 0 5 1 0，5 8 8 d d O 5 4 ，5 8 9 1 0 ，9 7 2 5，12 7 2 ，8 1 4 1．0 7 7 6 ，8 18 ス 1 5 8

加工トマト パレイショ

トウモロコシ：明きよ間隔8竹l区は板が浅く，刈取

前に倒伏した。収量では，卵きよ間隔4†花区と，明き

ょ間隔87札＋心土破砕区が良く，明きよ間隔8耽区は　収

やや劣った。

テオシソト：第1回刈（8月19日刈）では，明き

よ間隔47几区が，やや劣ったが，1～2回刈合計では，

処理間に差がなかった。

ソルガム：第1回刈（8月19日）では，　7月の多

雨の影響をうけ，排水の良い，明きよ間隔4竹も区が多

収を示した。第2回刈（10月中旬）では差はなく，

合計収量では，明きよ間隔4m区＞明きよ間隔8仇＋

心土破砕区＞明きよ間隔8†花区の順であった。

ローズグラス：合計収量で，明きよ間隔8竹乙＋心土

破砕区が良く，次いで明きよ間隔87托＞明きよ間隔4

m区の順であった。

飼料かぶ：各区ともに良い生育を示し，処理間では，

明きよ間隔87托区が多収であった。これは，初期の高

水位は，多湿を好むかぶに有利に作用し，9月以降は，

水出の落水により水位は低下し，根部の肥大に対する

水位の影響は少なかったためと考えられる。

4　生育中のPF値と収量

生育中のPF値と収量の関係は，第2回のとおりで

あり，加工トマトとバレイシヨが，明きよ間隔47几区

で収量が高いが，加工トマしの明きよ間隔4仇区の8

量

1
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月中の平均fFは，－5mで2・0，－15の閏では1・2とな

クており・これより高い値を示す対照畑区でも・低い

値を示す明きよ間隔8竹1区でも収量が低下した。パレ

イシ・ヨでは，肥大最盛期の7月中のPFについてみる

と，明きよ間隔4m区は，－5mで1・5，－15C椚で

12であるのに対し，低収となった明きよ間隔8m区

は，一15cmではPm75と高水分条件を示した0

これに対し，サトイモについては，前者と反対の傾

向を示し，明きよ間隔8竹も区が多収で，8月の押値

軋－5cm…・t5，－15m…・n8となっており，

サトイモは，高水分の状態で多収を示している。

ハクサイは，対照畑区が最も多収で，PF値が低下

するほど収量が低下した。

4　考　　　　　察

以上の結果から，転換畑においては，比較的湿害に

弱いと考えられる，トマト，バレイシヨ，ハクサイに

ついては，明きよを濃密に施工した明きよ間隔47花区

が栽培上得策と考えられる。

一方，サトイモについては，野菜の中では，耐湿性

の強い作物であり，本試験の結果でも，明きよ間隔8

仇区の下層の高水分状態で収量が高かった。

山崎（1952）は多くの作物について，根の組織から

耐湿性を分類し，8つのグループに分類しているが，

その中で，トマト，バレイシヨは第2群に属し，耐湿

性の弱い作物としており，一九　サトイモは，第°群

に属し，耐湿性の強い作物となっており，本試験の傾

向と一致する。

飼料作物については，処理間の差は少なかったが，

各作物と処理の関係は，ソルガムは明きよ間隔4耽区

が好結果を示し，耐湿性は弱いものと考えられる。ト

ウモロコシ，ローズグラスは，明きよ間隔87花＋心土

破砕区が良い結果を示し，心土破砕桝による透水効果

が好結果を示したものと考えられる。テオシソトは，

処理間の差は少なく，比較的高水位でも栽培可能と考

えられる。飼料かぶについては，作期からみて，地下

水位の影響は少なかった。

5　まとめと問題点

暗きよ排水を施工しない転換畑の排水法として，明

きよによる方法を検討したが，明きよによる排水法は

効果的であり，昭和48年のような多雨年次においても，

明きよ間隔4†札区の場合は地下水位は，－50（Ⅵ以下

に維持された。

明きよの間隔と作物の関係については，次のように

考えられる。

1　湿害に弱い作物　間隔4†花の密なる明きよが必

要　加工トマト，バレイシヨ，ハクサイ，ソルガム

2　耐湿性の強い作物　間隔8仇程度で充分　サト

イモ，テオシソト

5　明きよ間隔87花でも　心土破砕耕を加えると透

水が良くなり排水効果が高まる。

これが実用化のための問題点としては，

糾　明きよと作畦様式の合理的組合せ

（2）排水を効果的にするためのかん排水路の完

備

（3）明きよの作溝の機械化

水田転換畑における適作物導入

第1報　耕起・砕土および作物生育

佐々木邦年・大野　康雄・鎌田　信昭・神山　芳典

（岩　手　県　鳥　試）

1　ま　え　が　き

岩手県における水稲生産調整実施面軌は，昭和45

年㍍oDha，48年15．400baで，転換率は45年

25・5勘　48年58．5％である。＝年の主な作目別作

付率は飼料作物（牧草を含む）47．1多，豆類2Rl肇，

野菜11．摘，たばこ5．5感，雑穀2．8帝の順であり，こ

のうち普通転作28．9乳．集団転作が24．5多，永年転

作が5．1多である。なお，本試験は45年，46年に普

通畑作物および一部の飼料作物について検討したもの

であり，耕起砕土については，“年に実施した結果

である。

2　試　験　方　法

1　適作物選定試験（45～48年）

（1）供試した圃場条件


